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はじめに
昭和20（1945）年夏の敗戦は、「不敗の皇軍」、「神州不滅」、「大東亜共
栄圏」等々を信じきっていた日本国民に大きな動揺を与えた。それらのス
ローガンのなかでも人口に膾炙した有力なものとして、「霊峰富士」があ
った。なぜならこの言葉は「大東亜共栄圏」等々の如く時勢に便乗して突
然人々の前に提示されたものではなく、戦争のはるか以前から日本人の精
神・内面に在り、また実生活の中でも広く使われていたからで、人々が戦
争に向き合うようになって一層その効力を増伸したものだったからである。
みな競って富士を彼方から「遥拝」し、現に山腹を「登拝」して、その霊
性に向け、家族や知人の「武運長久」を祈り、皇国の勝利を念じた。
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本稿の目的は、この「霊峰富士」が、敗戦を機に、いかに動揺し、覆さ
れ、襤褸をまとうにいたったか。そうなった過程、背景、理由は如何なる
ものだったか。また、実は「霊峰富士」はしぶとく生き残ったとも言える
のだが、それが可能となった背景には何があったか。はたまた、ある部分
は滅し、ある部分が生き残ったとしたら、それぞれの内実はいかなるもの
で、そのような複雑な現実が生起したのはなぜか。おおむねそうしたこと
について検討してみようというわけである。
昭和20年月の国民にとっての終戦すなわち戦地での戦闘や内地での空
襲等の終焉と、同月の大日本帝国の敗北すなわち条約上の降伏と連合国
軍の本格的進駐の開始は、国民個々の生活の一大転機であったと同時に、
当然ではあるが、国家にとっても看板や機構はもとよりその存立の基盤た
る理念に重大な変化をもたらすきっかけとなった。軍関係の学校に学ぶ者
でなくとも、たとえば最終学年に在籍した師範学校生の父兄は、たとえ本
人が学徒動員で不在でも、翌春の少尉任官にそなえてあつらえていた軍刀
の処置について考え始めていただろうし、一方、学校長や下僚達は名誉な
こととして下賜されていた御真影や教育勅語の存在を、戦争中とはまた違
った意味で気にかけ始めていただろう。物質と精神、その両面に変化の兆
しが忍び寄っていた。
変化を象徴する一個の存在として、富士山もあった。そうした変化の様
相について、特に1945年およびその直後にかけてのこの山の在り方を、個
別の事実に基づいて、検討してみよう。
一 殺到する米軍
1945年月10日、富士山麓の静岡県側、駒門に米軍が進駐してきた()。
同地には、旧日本陸軍の廠舎が存在したから、そこに入ったのである()。
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かれらは米陸軍第三十二師団の先遣隊50余人で、本隊は翌日到着すること
になっていた()。地元静岡の警察は、トラックを動員して進駐を助け
た(	)。米兵たちは、どの方角に富士山があるのかを知りたがった(
)。米
軍の進駐を取材していた日本の新聞記者には、米兵は富士登山を「一人残
らず熱望している様」に見えた()。11月、山梨県側にも米軍が入り、北
麓の旧軍演習場を接収した()。
これらに先立つ月15日正午の玉音放送、21日には河辺虎四郎ら全権委
員がマニラで連合国総司令部から一般命令第号を受領して帰国した。28
日、米第八軍司令官アイケルバーガー中将指揮下の第十一空挺師団および
第二十七歩兵師団の先遣部隊が厚木飛行場に到着し、30日にはマッカーサ
ーが厚木着。同日、横浜にいわゆる GHQ、第八軍司令部設置。月日
降伏文書に調印がなされ、第十一軍団第一騎兵師団が東京方面に展開する
が、東京・日比谷の第一生命館が GHQ本部として機能し始めるのは、同
15日である()。月30日、既に、東京湾岸の千葉県富津岬、館山海岸に
米軍が上陸を開始()、埼玉県の熊谷陸軍飛行学校に米軍第四師団の主力
一万が進駐したのが月14日だった(10)。こうした経緯に徴せば、富士山
周辺、特に富士山の静岡県側への米軍の進駐は、首都東京への米軍部隊の
それとほぼ時を同じくており、富士南麓が、急速かつ全面的な軍事力の展
開によって一刻も早く安定させねばならない日本の政治・経済・軍事等の
策源地たる帝都東京及びその周辺地と同じ意味を持つ地域として、認識さ
れていたものと推測される。
なぜ、そうした認識が形成されたか。いくつかの理由・背景が指摘でき
るが、ひとつはこの地域の地理的位置の持つ重要性である。東京に近接し、
また、東京・東日本と西日本を結ぶ道路や鉄道が集中している。こうした
地域が旧軍の叛乱や一般住民の抵抗にさらされることになれば、他の占領
地の安定もおぼつかない。さらに、旧日本陸軍の演習場内には、武器・弾
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薬・燃料等が備蓄されているはずであり、それらの接収・無力化は占領軍
たる連合国軍にとって喫緊の課題であった。
米軍が富士山周辺にまさに殺到したのは、以上のような日本占領にとっ
ての戦術上、戦略上の必要からであり、兵士が個別の心情としてどうであ
ったかは別にして、日本人の新聞記者が感じたような、富士登山、富士山
見物がその第一目的ではなかった。加えて、かれらが進駐してきたのは、
上述のように、月の上旬から中旬で、その年の夏山シーズン、安全な富
士登山に適切な時期は、もう過ぎ去ろうとしていた。
二 米兵の富士登山
米軍と富士登山の関係性が生まれる端緒のひとつは、終戦の翌年昭和21
年の夏山シーズンに向けて、
月末に御殿場で各登山口の関係者が集まっ
て開いた夏山対策総合協議会である。そこでは、休憩円、食料持参の宿
泊泊19円といった室すなわち山小屋の料金や、円50銭で乗合自動車を
御殿場口から運行する計画などが話し合われたが、これらを、日本交通公
社を通じて GHQに申請することとしていた(11)。燃料や資材を占領軍に依
存せざるを得なかったのである。日本交通公社は、月30日マッカーサー
が厚木に到着した時点で、既に、十数人の歓迎要員を派遣し、最初の「外
客」の斡旋・接遇をおこない、さらに月「外国部」を設置し、翌年には
全国12ヶ所に進駐軍関係案内所を開設するなどし(12)、また、昭和21年に
は、進駐軍の旅行を数千件斡旋しており(13)、連合国軍の日本占領当初か
ら、占領軍、マッカーサー司令部と大きな関係を持つようになっていた。
こうした事情を利用して、富士山の各登山口関係者は、上述の料金や自動
車登山の計画の実現を図ったものと思われる。
21年月24日、横浜駐屯の三百五部隊本部付き准尉ほか16人が、須走か
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ら山頂を目指したが、荒天のため名のみ登頂に成功して御殿場に下山す
るという出来事があったが、准尉に同行したその妻は、記事からは彼女が
山頂に立ったか否かは不明ながら、富士登山の厳しいことを記者に語り、
しかし今後続々と進駐軍関係者の富士登山がなされるだろう、と語っ
た(14)。
この年の富士の夏季登山は、月の14日・15日二日間で山梨県吉田から
の登山者が1500人を数えるなど、進駐軍兵士以外にも復員者や学生で賑わ
いをみせた(15)。月中の全登山者は内外合わせて男万3144人、女5057
人で合計万8201人だったが、そのうち米国人が男1623人、女720人、合
計2343人で、例年つまり戦前の外国人登山者が多くとも700人から800人で
あった(16)ことからすると、その増加振りがうかがえる。一方、日本人の
登山者は、農村の青年男女が多く、いわゆる富士講は、東京のそれが「丸
潰れ」(17)となっていたが、その点については後述。
多くの米軍人やその関係者は、幕末維新期の駐日外国公使など外交使節
の富士登山以来(18)、富士山が日本において霊性を持ち神聖視されている
ことをそれなりに知っていたから、そうした山を実地に見聞したいという、
富士山に対する個人的興味関心があった。しかし、進駐軍や関係者の熱心
な富士登山の背後には、それだけでなく、彼らの富士登山が、政治的外交
的デモンストレーション、西欧勢力による日本の征服、日本の敗北の可視
化のひとつでもある、といった思惑もあっただろう。
山梨県側では、昭和21年は月日に山開きが予定されたが、登山口の
業者たちは、営業に徹した「スポーツ場としてお役に立たねばならない」
として、戦前の旧慣を改め統一的協定を結ぶことを考えていたほか、合
目附近に、通訳の雇い入れ、傷病保険の完備等をはかって進駐軍の登山に
備えた(19)。
米軍の富士登山には、しばしばジープが使用され、もちろん山頂までは
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登攀できなかったから、中腹に駐車場の整備が計画された。
月、静岡県
側の登山組合は協議会を開いて、山麓の鉄道駅に洋式便所を設けること、
合目と合目に洋式ホテルを開くことなどとともに、山腹の自動車道の
終点にジープの駐車場を整備することを厚生省などに陳情することとし
た(20)。実際の登山では、21年月日朝、横浜の第八軍の将校15人のう
ち人が、富士宮口からジープに分乗して、強力人をともない出発した
が、暴風雨に遭遇して	合目附近から引き返した(21)。月30日、夏山一
番乗りをねらったという数十人の進駐軍将兵が、静岡県側でジープを使っ
て日帰り登山をおこなった(22)。ただし、このことを報じた記事記事など
からは、山頂まで到達したか否か不明である。山梨県側でも、月日、
吉田口の浅間神社で開山式が開かれ、進駐軍がジープで到来し、合目に
駐車場が置かれるなどした(23)。御殿場口で撮られたという金剛杖を持っ
た人の米兵の写真が添えられた記事でも、米兵のジープによる富士登山
について触れている(24)。
ジープと進駐軍、米兵の組み合わせは、戦後の日本人に大きな印象を与
えた。昭和21年に刊行された川村善六『進駐兵と日本』は、日本に進駐し
てきた兵士、特に米兵について彼らの率直な物言いや性格などを紹介した
ものだが、その装丁は富士山とこれを背景にしたジープだった(25)。ジー
プは「馬にかわるもの」(26)として、その汎用性の高さから第二次世界大
戦の戦場で多用された車輌、一般の日本人にとっては初めて目にするもの
だった。
三 旧陸軍演習場の状況
進駐軍が富士山に殺到した背景のひとつには、山麓に存在した広大な旧
日本軍の演習場があったことは、上述したとおりである。しかし、敗戦を
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契機に演習場に注目していたのは、進駐軍だけではなかった。演習場周辺
の住民、特に、土地を軍に接収された人々であった。月23日、日本陸軍
は演習場の土地使用協定を解除し、軍と協定を結んでいた地元住民は東富
士の山林が明治になされた陸軍による接収以前に戻ったと理解し、11月に
は開拓事業も開始された(27)。かれらは、演習場払い下げを帝室林野局な
どに要望した(28)。こうした要望は相次いだ。なぜなら、旧来の入会権者
以外に対して、土地を転貸与する動きが見られたからでもあった(29)。陸
軍演習場は大蔵省が、周辺の御料林は林野局が管理することとなった(30)。
しかし、新しい接収者米軍は、21年月、演習場の土地の地元民による使
用を禁止したほか、同年、演習場内の日本人に立ち退きを命令し11月には
開拓事業も中止させ、23年12月、演習場は軍事占領と同様の取り扱いとな
り、賃料、損害賠償の支払いも停止された(31)。
山梨県側、富士北麓においては、昭和20年10月、旧陸軍演習場に米軍が
到着(32)。10月日、勝山村（現 富士河口湖町）の富士ビューホテルに
はガダルカナル戦を闘ったアメリカル師団の20人が来館し、15日からの接
収を通告した(33)。同ホテルは、前月月の台風で本館屋上の展望台が破
損していたが、接収後は主に将校の使用に供された(34)。また、22年に甲
府に移駐するまで、対敵諜報部隊（CIC）も存在した(35)。当初、演習場で
はほとんど演習がおこなわれず、米軍の許可の下で耕作や採草等で立ち入
りが認められていたが、22年ころより第一騎兵師団による実弾演習が開始
され、住民の立ち入りが制限された(36)。22年月、忍野村では入会組合
が結成され、入会権擁護の運動が開始された(37)。
かつて静岡県と山梨県にまたがって陸軍少年戦車兵学校とその演習場が
おかれた西富士演習場跡には、20年度にはすでに400戸が入植し、開拓に
あたっていた(38)。130人の第一次入植者が静岡県側上井出に入ることが決
まったのが12月日で、12日には鍬入れがなされ、当分の間兵舎を住居と
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し、ヶ月後を目指して入植者自身で住居を建設した(39)。富士ヶ嶺郷拓
殖団と命名された西富士演習場跡での開拓団の入植地へは、その後、21年
	月、山梨県鳴沢村および一宮町から、月には長野県伊那郡からも入植
者があった(40)。また、中国大陸、南方からの傷病者を含む帰還者・復員
兵も加わっていた(41)。静岡県と西富士酪農組合はトラクター台で開墾
をすすめ、
ヵ年の期限で本栖湖からの疎水計画を策定した(42)。少年戦
車兵学校の開設によって土地を失った農民なども含む入植者たちは、農地
の開墾による食糧増産、炭焼き、その炭を使った富士市の海岸での製塩に
取り組んだが、こうした活動は、20年11月の緊急開拓事業実施要領、21年
の自営農創設特別措置法などに後押しされて進捗し、22年からは農地開発
営団によって国営事業の性格も付与された(43)。
四 富士登山の再開
 日本人の富士登山
敗戦直前、富士山への日本人の登山はほとんど停止状態だった。出征者
に対する武運長久祈願にしろ登山者自身の体力づくりにしろ、そんなもの
は現実の食糧難や物資不足にもうとっくに吹き飛んで、富士登山どころで
はなくなっていたのである。吉田口の
合目では、昭和18年には、鉄道の
輸送制限が影響して月始め頃から同月いっぱいの登山者は「大減客」と
され、それでも翌19年は万人の登山者があったとされる(44)が、20年に
は、吉田口
合目の小御岳神社は「開社」せず神官は日誌に「登山者皆
無」と記した(45)。静岡県側では、登山のための物資の配給がもはや認め
られず、馬丁や強力も営業中止となり、宿所として小数の石室が準備され
ただけだった(46)。
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夏山の開山祭は、静岡県側では御殿場口および大宮口で小規模ながら挙
行された。御殿場では、物資の特配や鉄道の運行事情も厳しいなか議論が
あったが、月日に「必勝祈願祭」を開くことが合意された(47)。その
背景には、学生による「軍事教練」としての登山が見込まれたためであ
る(48)。富士宮口では、石室のみの営業が予定された(49)。激化する空襲、
食料等物資の需給逼迫、さらに玉音放送、マッカーサーの進駐、ミズーリ
号上での降伏文書への署名、米軍部隊の進駐と日本占領。こうした事態の
中に、昭和20年の富士山はあった。
降伏・敗戦後、まず確認できる富士山での人々の活動は、冬のスポーツ
であった。山頂に続く御殿場口登山道の中腹付近にある太郎坊で、同所に
は静岡県下唯一とされていたスキー場があり、実際にスキーコースなどが
開場されたか否かは不明だが、それに向けて20年12月半ば頃から準備が進
められていた(50)。さらに翌年の初夏には夏の開山に向けて、御殿場にあ
った登山協会に問い合わせが多数寄せられるようになり、これに対応する
が如く、
月31日午後には御殿場の浅間神社社務所で御殿場、須走、富士
宮、吉田の静岡山梨両側の登山関係者が集まって、登山自動車の導入、山
小屋（石室）や記念スタンプ・焼印の料金などを定めた(51)。吉田口では
強力、乗馬、登山バスは中止とされた(52)。
昭和21年の富士山では、それまでになされなかったいくつかの試みがな
された。この年の夏山の最終日は月26日だったが、これにあわせて山梨
県側でおこなわれる吉田の火祭りが、甲府放送局から全国に録音放送され
ることになった(53)。また、勧業銀行は「山頂に十万が待っている」とい
う謳い文句で、富士山頂で宝くじを発売するため、復員者あがりの職員三
人を派遣した(54)。戦時体制からの一時の解放感のもと、こうしたいわば
イベントが計画されたのである。
21年冬の富士山で、さっそく遭難者が出た。雨天にもかかわらず吉田口
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から登山した人が、11月20日午後時頃、下山途中に突風のため滑落し
行方不明となったのである(55)。
こうして再開された富士登山だったが、戦時下に生じたさまざまな変化
の影響を蒙る面もあった。たとえば、戦時中や戦後の食糧難に対応して、
登山道ではジャガイモの種芋栽培がなされていた。山梨県側において登山
道の標高1100メートル付近では、組合を結成して栽培した(56)。また、山
麓、たとえば山梨県側の下吉田、船津、精進湖畔、月江寺、鳴沢村などで
は戦時中の手入れの放棄や松根油採取のための濫伐によって、松林が広範
囲に枯死していた(57)。
富士観光への基盤整備とでも言うべき動きも、戦後早々に始まった。20
年11月には御殿場町が観光面からの富士山関係事業にのりだし、観光富士
開発委員会を設置して、関係町村をはじめ山梨、神奈川へも意向の打診を
おこなうこととした(58)。また、同月22日の御殿場での会議では、富士西
麓の上井出から北上し富士急行線、大月からは中央線を経由して御殿場に
いたる鉄道路線が提起され、富士宮に行政部門での担当部局を設置するこ
とが合意をみた(59)。さらに12月11日富士箱根観光協会が発会し、本部を
御殿場町、支部を富士宮市、山梨県福地村（現 富士吉田市）、神奈川県
湯本町に置いて活動を開始した(60)。
静岡県では21年に入ると、日本平の観光開発にも着手され、観光ホテル
の建設が計画された。国際的な観光客誘致が重視され、富士山麓は伊豆と
あわせて「東京の奥座敷」として意識された(61)。
山梨県側では、21年11月、観光こそ日本再生の道との認識のもとで富士
山麓の果たす役割が重要視され、なかでも外国人とくに米国人はまず最初
に日本に来たら富士山を訪れるだろうから、観光日本の施設は富士山から
整備すべきだ、とされた(62)。22年月には県会議事堂で山梨県観光協会
の設立総会が開かれ、事業計画として静岡、神奈川と連携した官民懇談会
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の開催などが決定した(63)。こうした富士山観光の意識の高まりや組織の
整備を背景として、具体的活動・催事などが始まる。たとえば23年月、
富士吉田から山頂まで20キロメートルを駆け上がる第回富士登山競争が、
山梨時事新聞社の主催で開かれている(64)。この催しは形を変えつつ現在
も継続している。富士山や山麓でのイベント・テーマパークなどの盛行は、
既にしてほぼ敗戦直後にその原初形態が生まれているのである。
 外国人登山者への対応
昭和21年月の全富士登山者は男性万3144人、女性5057人、合計万
8201人であったが、そのうち米国人が男性1623人、女子720人、合計2343
人で、従来、通年の外国人登山者全体で700人から800人であったとされる
こと(65)から、この時期の外国人の富士登山・富士山観光に米国人が如何
に重要な地位を占めていたかがわかる。
日本側は日本占領の主体でもあった米国人への対応を重視し、各登山口
の業者は富士山を「日米親善のスポーツ場として」とらえる立場をとって
いたとされる(66)。ジープの駐車場開設や通訳の導入を、具体策として予
定した(67)。
当時日本の関係業者によって、外国人登山者への対応として問題とされ
たのは、物資の不足、言語の不通、外国人向けホテルの不十分であり、こ
れらは地域の登山関係者やその団体では解決できない問題と認識され、厚
生省に対し駅前への洋式トイレの導入、MP・通訳の派遣、自動車道の終
点での駐車場の整備、合目と合目に洋式トイレの開設が陳情事項とし
て協議された(68)。
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五 浅間神社と富士信仰のゆくえ
日本社会の基層に横たわる信仰の問題は、天皇制のあり方と結びついて、
GHQの占領政策・改革志向を亢進した。日本進駐直後の GHQの認識で
は、少数の大神社が広大な境内地や山林を所有していたことが問題のひと
つとして理解された(69)。富士山と富士山麓に点在する複数の浅間神社が、
そうした神社のひとつであったことは間違いない。GHQは昭和20年12月
いわゆる神道指令を発し、公教育からの神道の排除、国家神道の禁止を通
達した。昭和天皇すらカトリックに関心を持ち、ローマ教皇庁も天皇の改
宗を歓迎する意向を示したという(70)。
日本政府は指令に基づき宗教法人令を施行。21年月には国家による神
社保護を廃止するなどし、静岡でも神職の数が減り、各神社は財政的基盤
を安定させるために敷地の活用や広報活動などをおこなった(71)。神社に
とって国家と経済的な関係において切りはなされることは、不本意なもの
と意識されたが、一方で、神道の民間信仰的な面が強化されて、氏子と氏
神（神社）の血縁的つながりが意識され、むしろ信仰は強化されるとの認
識も、ある神社関係者からは示された(72)。
21年
月、宗教法人令による宗教法人の登記が始まり、境内地は22年

月の国有財産法により、社寺に無償で貸与された後、年以内に申請する
ことで社寺に譲与されることとされた(73)。
文部省は、各学校に、先生が生徒を引率して神社仏閣を訪問することを
禁止する通達を出し、これに即せば富士登山も禁止となるのかといった疑
問が各方面から寄せられたというが、役所の回答は、個人で登山すれば問
題は無いなどとするものだった(74)。たとえば学校関係者への回答として
は、不十分というだけでなく、改革の根本に対する無理解を暴露したもの
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とされてもいたし方のない面があった。
開山祭において、山麓各地の浅間神社は、ほぼ戦前と同様な役割を果た
した。戦後最初の開山祭は、21年の夏山であった。既述のように、御殿場
の富士登山関係者に、富士山の状況について多数の問い合わせが寄せられ
るなかで、須走・富士宮・吉田の登山関係者が
月31日午後、協議のため
に集まることを予定した場所は、御殿場の浅間神社社務所であった(75)。
山梨県側では、吉田口の北口本宮冨士浅間神社で、月日午前、開山式
が開かれた(76)。富士山の霊性は、開山の日におこなわれた儀式と富士登
山にかかわる業者を中心とする人たちの集会との、つまり聖と俗の両面か
ら、かろうじて、しかし、したたかに維持された。
一方、富士講の活動は戦争によって痛切な打撃を受けた。特に、既述の
如く東京の富士講は「丸潰れ」の状態で、日本人登山者は農村の富士講関
係者のみであったという(77)。東京での富士講は戦災によって「壊滅的な
打撃」を受けたとされるが、それは、空襲によって街が破壊され、住民た
ちが四散して、旧来の人と人との関係性を維持・回復できず、地縁による
結合を喪失したからとされる(78)。既に別稿で触れたように、富士山その
ものが米軍によってどこかに持ち去られるという噂・デマが流布した(79)
のも、東京という都市における地域社会の文字通りの焼失つまり富士講喪
失の要因と軌を一にしているのである。
小結
昭和26年、山梨県内十大ニュースのひとつとして採りあげられたのは、
「山中湖畔の夜の女問題」であった(80)。朝鮮半島の緊張が本格化するな
か、北富士の演習場に駐屯・演習していた米兵を目当に、日本人の売春婦
が群がり集まっていたのである。翌年、富士吉田市議会のある議員は、次
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のように発言した。「私達は富士山を尊厳と平和の象徴として仰いで来た
処が今は売春婦と軍備の象徴の如き観を呈して居る」(81)と。
さらに、山梨県中巨摩郡西野村（現 南アルプス市）の甲斐岳友会の	
人は、22年の元旦に富士登山を計画したが、その目的は、「平和のシンボ
ルたる富士山頂で御来光を仰ぎ平和の到来を感謝すると共に日本が一日も
早く世界の平和国家に仲間入り出来るように祈願するため」としてい
た(82)。
敗戦をへて、富士山は平和のシンボルとなり、平和を祈る場所となった。
戦勝や武運長久、敵国の敗戦・降伏を祈願する場所であった戦前と比較す
れば、「祈りの場所」、その祈りに応じてくれるような「霊性宿るところ」
という意味では何の変化も無かったと言えよう。しかし、変化の内実に着
目すれば、祈りの内容は、敵国降伏から万国の平和に変わり、霊場は売春
婦の跋扈する場となりはてた。富士といえども、一個の自然、土塊や水分
からなる物質と考えれば、永遠不滅なるものであったが、一方、人々の精
神活動の帰結ととらえれば、戦争という人間の軽率な所業によってどうと
でもなってしまうものであった、としてしまうのはあまりにも早計だろう
か。私達の社会は、富士山を通じて見れば、かくの如くもろい夢幻のもと
にあり、究極まで考えぬかれた、鋼と巌の構造物ではなかった。日本人の
原郷は実は、そこにない。
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